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第
五
章　

関
西
学
院
大
学
の
こ
ろ

生
涯
で
最
高
の
よ
き
時
代

　

昭
和
三
十
六
年
四
月
、
関
西
学
院
大
学
商
学
部
に
入
学
し
た
。
国
公
立
大
学
の
合
格
発
表
後
に
、
下
宿
探
し

を
始
め
た
た
め
、
大
学
周
辺
に
よ
い
下
宿
先
が
見
つ
か
ら
ず
苦
労
し
た
。
こ
の
と
き
、
同
じ
よ
う
に
四
国
の
徳

島
か
ら
来
て
、
下
宿
を
探
し
て
い
た
宮
内
敏
雄
君
と
知
り
合
っ
た
。
そ
の
後
、
何
か
と
馬
が
合
い
生
涯
つ
き
合

う
仲
に
な
っ
た
。

　

大
学
か
ら
少
し
離
れ
た
、
西
宮
市
上
が
原
十
番
町
の
上じ

ょ
う

月げ
つ

荘そ
う

と
い
う
三
十
部
屋
も
あ
る
大
き
な
下
宿
の
一
部

屋
が
空
い
て
い
た
。大
学
や
バ
ス
停
か
ら
少
し
離
れ
て
い
た
が
、朝
食
と
夕
食
が
つ
い
て
い
る
の
が
魅
力
で
あ
っ

た
。
昼
食
は
学
生
食
堂
で
摂
る
。
こ
こ
に
二
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
。

　

経
営
者
は
三
田
市
の
農
家
で
、
お
ば
あ
さ
ん
と
中
学
生
の
娘
さ
ん
が
い
た
。
別
棟
の
漬
物
部
屋
の
二
階
で
、

い
つ
も
だ
れ
か
が
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
し
て
い
た
。
関
学
に
入
っ
て
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
知
ら
な
い
の
は
単
位
を
落
と
し

た
よ
う
な
も
の
だ
が
、
私
は
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
し
な
か
っ
た
。
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三
年
生
に
な
っ
て
か
ら
、
大
学
前
の
「
田
中
荘
」
に
移
っ
た
。
宮
内
君
の
下
宿
の
す
ぐ
近
く
で
、
賄
い
付
で

は
な
か
っ
た
。
三
食
と
も
外
食
か
自
炊
に
な
っ
た
が
、
建
物
は
新
築
で
、
十
部
屋
の
下
宿
で
あ
っ
た
。
大
家
さ

ん
の
田
中
さ
ん
ご
夫
婦
に
は
大
変
よ
く
し
て
い
た
だ
い
た
。
大
学
院
を
含
め
、
四
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
。

　

一
年
～
二
年
の
教
養
課
程
は
、
の
び
の
び
と
好
き
な
よ
う
に
過
ご
し
た
。
こ
の
頃
は
ホ
ン
ダ
の
カ
ブ
に
乗
っ

て
い
た
。
商
学
部
校
舎
近
辺
の
移
動
は
、
徒
歩
で
行
っ
た
が
、
ほ
か
の
施
設
へ
は
い
つ
も
カ
ブ
で
移
動
し
た
。

大
学
構
内
で
単
車
に
乗
っ
て
い
た
の
も
、
杖
を
つ
い
て
い
た
の
も
私
一
人
で
あ
っ
た
。

　

関
学
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
よ
る
教
育
を
理
念
と
す
る
学
校
で
あ
る
た
め
、
必
須
科
目
に
「
キ
リ
ス
ト
教

概
論
」
と
い
う
授
業
が
あ
り
、
初
め
て
新
約
聖
書
と
讃
美
歌
を
手
に
し
た
。
教
義
は
授
業
で
聞
い
た
く
ら
い
で

は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
か
な
り
長
い
間
、
学
校
の

近
く
に
あ
っ
た
関
西
学
院
教
会
の
日
曜
学
校
に
通
っ
た
。

　

上
月
荘
の
隣
に
、
関
学
の
神
学
部
の
事
務
長
で
、
家
族

全
員
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
松
山
清
次
さ
ん
が
住
ん
で
い
て
、

何
回
か
伺
っ
た
。
応
接
間
に
は
ピ
ア
ノ
が
あ
り
、
関
学
の

文
学
部
の
学
生
で
、
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
た

マ
ド
ン
ナ
が
い
た
。
ま
る
で
別
世
界
の
住
民
の
よ
う
に
思

え
た
。

大学生の頃。愛車と
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奈
良
県
の
吉
野
か
ら
来
て
、
大
学
の
学
生
寮
（
啓
明
寮
）
に
い
た
森
田
好
和
君
は
、
大
学
卒
業
後
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
の
奥
さ
ん
と
結
婚
し
、
洗
礼
を
受
け
た
。
彼
は
伊
藤
忠
商
事
の
部
長
職
を
勤
め
、
定
年
で
や
め
た
後
、
東
京

神
学
大
学
に
入
学
、
同
大
学
院
を
経
て
、
今
は
東
京
都
江
東
区
で
牧
師
を
し
て
い
る
。

　

彼
と
は
ゼ
ミ
は
異
な
っ
た
が
長
く
懇
意
に
し
た
。
伊
藤
忠
商
事
の
部
長
時
代
、
東
京
・
帝
国
ホ
テ
ル
の
「
な

だ
万
」
で
何
回
か
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
当
時
は
、
彼
も
元
気
、
私
も
元
気
、
東
京
へ
は
何

度
か
研
修
に
行
き
、
そ
の
度
ご
と
に
会
っ
て
い
た
。

　

課
外
活
動
は
、「
会
計
研
究
会
」
に
入
っ
た
。
一
年
生
の
と
き
は
先
輩
に
簿
記
を
教
わ
り
、
二
年
生
に
な
る

と
後
輩
に
簿
記
を
教
え
た
。
当
時
の
会
計
科
目
は
、
商
業
簿
記
、
工
業
簿
記
、
財
務
諸
表
論
、
原
価
計
算
論
、

管
理
会
計
、
監
査
論
に
分
か
れ
て
い
た
。
研
究
会
で
の
研
究
分
野
は
、
自
分
で
選
べ
ば
よ
い
の
で
原
価
計
算
論

を
勉
強
し
て
い
た
。

　

日
本
商
工
会
議
所
の
簿
記
検
定
は
、
三
級
か
ら
一
級
ま
で
順
に
合
格
し
た
。
特
に
、
一
級
は
実
力
維
持
と
記

録
作
り
に
挑
戦
し
、
大
学
二
年
生
の
秋
か
ら
計
五
回
受
け
、
そ
の
う
ち
合
格
し
た
の
は
三
回
で
あ
っ
た
。
そ
の

ほ
か
、
三
年
生
の
と
き
、
泉
大
津
の
田
端
信
行
君
ら
と
Ｊ
・
ダ
ー
デ
ィ
ン
の
『
原
価
分
析
と
予
算
統
制
』
の
一

部
を
勝
手
に
翻
訳
し
冊
子
に
し
た
。

　

学
生
だ
け
の
研
究
発
表
会
が
あ
り
、
大
学
二
年
生
の
と
き
に
、
第
八
回
全
日
本
学
生
会
計
研
究
会
（
三
十
七

年
七
月　

同
志
社
大
学
）、
大
学
三
年
生
の
と
き
に
は
、
第
九
回
全
日
本
学
生
会
計
研
究
会
（
三
十
八
年
七
月
、
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中
央
大
学
）、
大
学
四
年
生
の
と
き
に
は
、
第
二
十
一
回
西
日
本
会
計
研
究
会
（
三
十
九
、
五
月
、
名
城
大
学
）、

第
十
回
全
日
本
学
生
会
計
研
究
会（
三
十
九
、七
月　

関
西
学
院
大
学
）、第
二
十
二
回
西
日
本
会
計
研
究
会（
三

十
九
、
十
一
月
、
西
南
学
院
大
学
）
に
参
加
し
た
と
き
の
集
合
写
真
が
残
っ
て
い
る
。

　

第
二
十
二
回
西
日
本
会
計
研
究
会
で
は
「
階
層
別
管
理
会
計
に
関
す
る
一
考
察
」
に
つ
い
て
発
表
し
、
記
念

に
硝
子
ケ
ー
ス
入
り
の
立
派
な
「
博
多
人
形
」
を
い
た
だ
い
た
。
今
も
自
宅
の
違
い
棚
に
置
き
、
大
事
に
し
て

い
る
。
あ
ど
け
な
い
童
女
が
片
足
を
あ
げ
、
無
邪
気
に
踊
っ
て
い
る
可
愛
い
博
多
人
形
を
見
た
父
が
え
ら
く
感

動
し
て
い
た
。
後
に
「
足
が
上
が
れ
ば
ど
れ
だ
け
嬉
し
い
こ
と
か
」
と
涙
ぐ
ん
で
い
た
と
母
が
言
っ
て
い
た
。

　

三
年
生
に
な
る
と
専
門
課
程
に
な
り
、
同
時
に
所
属
し
た
い
ゼ
ミ
を
選
ぶ
。
関
学
の
商
学
部
で
は
、
会
計
の

青
木
倫
太
郎
先
生
と
、
経
営
学
の
池
内
信
行
先
生
の
二
つ
の
ゼ
ミ
が
特
に
有
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
簿
記
史

の
小
島
男
佐
夫
先
生
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
三
浦
信
先
生
、
神
戸
大
学
か
ら
来
ら
れ
た
経
済
学
の
宮
田
喜
代

蔵
先
生
、
経
営
学
の
小
林
喜
楽
先
生
な
ど
、
商
学
部
の
全
分
野
に
全
国
的
に
有
名
な
教
授
陣
が
揃
っ
て
い
た
。

　

私
は
会
計
学
を
選
び
、
青
木
ゼ
ミ
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
当
時
の
受
験
雑
誌
は
、
青
木
の
ガ
ン
バ
リ
ズ
ム
、

池
内
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
紹
介
し
て
い
た
。
お
二
人
が
築
か
れ
た
関
学
の
会
計
学
と
、
ド
イ
ツ
経
営
学
の
研
究

業
績
と
そ
の
伝
統
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
引
き
続
き
高
い
評
価
を
誇
っ
て
い
る
。

　

青
木
先
生
の
管
理
会
計
や
、
監
査
論
の
講
義
は
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
ゼ
ミ
生
の
研

究
発
表
会
が
あ
り
、
青
木
先
生
や
そ
の
お
弟
子
さ
ん
た
ち
も
参
加
さ
れ
た
。
毎
年
夏
休
み
に
は
高
野
山
の
宿
坊



3233　  第五章　関西学院大学のころ

「
福
智
院
」
で
、
大
学
・
大
学
院
合
宿
ゼ
ミ
が
行
わ
れ
参
加
し
た
。

　

三
年
生
の
と
き
に
は
宮
崎
へ
ゼ
ミ
旅
行
を
し
た
。
四
年
生
に
な
る

と
、
卒
論
発
表
会
が
、
有
馬
温
泉
の
「
兵
衛
」
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

卒
業
旅
行
は
、
富
士
五
湖
か
ら
伊
豆
半
島
巡
り
を
し
、
河
口
湖
と
三

島
の
ホ
テ
ル
で
合
宿
を
し
た
。
当
時
は
既
に
日
本
の
高
度
成
長
が
始

ま
っ
て
お
り
、
社
会
全
体
に
元
気
が
み
な
ぎ
っ
て
、
学
生
生
活
も
本

当
に
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

大
学
に
学
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
う
の
は
、
よ
い
友
だ
ち
が
大
勢
得

ら
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
る
こ
と
、
本
が
読
め
る
こ
と
、

あ
る
い
は
本
の
選
び
方
と
読
み
方
を
勉
強
で
き
る
こ
と
。
こ
の
二
点

だ
と
実
感
し
た
。

　

ゼ
ミ
以
外
で
も
、
よ
く
旅
行
し
た
。
全
部
で
一
〇
〇
泊
一
二
〇
日

く
ら
い
旅
行
し
た
。
春
休
み
、
夏
休
み
は
毎
回
、
ゼ
ミ
の
グ
ル
ー
プ

ば
か
り
で
な
く
、
ゼ
ミ
以
外
の
友
人
か
ら
の
誘
い
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
。

　

九
州
、
四
国
、
出
雲
、
軽
井
沢
、
日
本
ラ
イ
ン
な
ど
、
毎
回
七
～
十
日
程
度
、
北
海
道
を
除
き
、
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
を
旅
行
し
た
。
北
海
道
は
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
何
回
も
行
っ
て
い
る
が
、「
日
本
海
」
と
い
う
大
阪

恩師・青木倫太郎教授（右）からいただいた卒業記念（左）
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発
の
急
行
が
常
に
満
員
で
、
切
符
が
取
れ
ず
行
き
そ
び
れ
た
。

　

二
年
生
の
と
き
に
は
単
車
で
、
西
宮
・
京
都
・
大
津
・
彦
根
・
米
原
を
経
て
、
日
本
最
古
の
醒さ

め
が

井い

養
鱒
場
（
滋

賀
県
）
ま
で
行
っ
た
。
単
車
で
あ
る
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
一
人
で
あ
る
。
三
年
生
の
と
き
に
は
九
州
へ
一
人
旅
を

し
た
。
十
八
日
間
・
九
州
周
遊
切
符
で
普
通
列
車
の
旅
。
ほ
と
ん
ど
駅
前
旅
館
か
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
泊
ま
っ

た
が
、
鹿
児
島
で
は
鹿
児
島
大
学
の
学
生
寮
に
泊
め
て
い
た
だ
い
た
。

　

途
中
、
一
人
旅
を
し
て
い
る
他
大
学
の
学
生
と
仲
良
く
な
り
一
緒

に
旅
行
し
た
こ
と
も
あ
る
。
四
国
一
周
旅
行
で
は
、
船
と
列
車
、
バ

ス
を
乗
り
継
い
で
、
徳
島
県
海
部
郡
の
宮
内
君
の
お
宅
に
伺
っ
て
泊

め
て
い
た
だ
い
た
。

　

旅
先
で
は
い
つ
も
誰
か
に
助
け
ら
れ
て
い
た
。
鳥
取
砂
丘
や
、
伊

豆
大
島
の
三
原
山
で
、
馬
に
乗
っ
て
周
遊
し
て
い
る
写
真
が
残
っ
て

い
る
。本
州
最
先
端
の
竜
飛
岬
や
、能
登
半
島
の
狼
煙
の
灯
台
に
行
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
ひ
と
り
で
行
け
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
み
ん
な
が

私
を
助
け
て
く
れ
た
。

　

い
つ
も
思
う
の
だ
が
、
経
験
と
か
体
験
に
お
い
て
、
一
と
二
の
差

は
た
だ
の
一
で
あ
る
が
、
一
と
ゼ
ロ
の
差
は
無
限
大
だ
と
思
う
。
た

伊豆大島・三原山噴火口を馬に乗り観光
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と
え
ば
、
ど
こ
か
に
旅
行
を
一
回
し
た
人
と
二
回
し
た
人
の
差
は
一
で
あ
る
が
、
一
回
し
た
人
と
一
回
も
し
た

こ
と
の
な
い
人
の
差
は
無
限
大
だ
と
思
う
。
若
い
と
き
の
、
初
め
て
の
経
験
や
体
験
は
本
当
に
貴
重
で
あ
る
。

　

大
学
三
年
生
の
と
き
か
ら
、
計
五
回
公
認
会
計
士
の
試
験
を
受
け
た
。
会
計
士
試
験
と
同
時
に
税
理
士
試
験

も
受
け
て
お
り
、
運
よ
く
四
年
生
の
と
き
に
二
科
目
合
格
し
て
い
た
。
受
験
生
の
中
で
は
一
番
早
か
っ
た
。
こ

れ
で
、「
も
し
公
認
会
計
士
に
な
れ
な
く
て
も
税
理
士
に
は
な
れ
る
」
と
父
や
母
に
話
し
て
い
た
。
し
か
し
、

も
し
失
敗
す
れ
ば
逃
げ
込
め
る
道
、
つ
ま
り
退
路
を
作
っ
て
お
い
て
、
そ
れ
以
上
の
高
い
目
標
貫
徹
な
ど
あ
り

得
な
い
と
後
に
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

何
で
も
そ
う
だ
と
思
う
が
、
退
路
を
遮
断
し
て
、
自
ら
を
徹
底
的
に
ハ
ン
グ
リ
ー
に
し
な
け
れ
ば
大
き
な
こ

と
は
な
し
え
な
い
。
事
業
経
営
で
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は
、
家
族
も
ろ
と
も
全
財
産
を
投
げ
打
っ
て
生
死
を

か
け
る
く
ら
い
の
気
概
が
な
い
と
大
望
の
実
現
は
難
し
い
。
退
路
を
準
備
し
て
お
い
て
の
計
画
な
ど
、
所
詮
そ

れ
は
甘
え
で
あ
る
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
ど
う
し
よ
う
か
と
迷
っ
た
。
当
時
、
父
が
勤
め
て
い
た
神
戸
銀
行
の
調
査
部
に
就
職
し
、

研
究
職
に
就
き
た
い
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
就
職
は
困
難
で
あ
る
と
分
か
り
、
そ
れ
で
は
も
う
少

し
勉
強
を
続
け
よ
う
と
思
い
大
学
院
に
残
っ
た
。

　

大
学
院
で
は
助
手
補
と
い
っ
て
授
業
料
免
除
、
毎
月
一
万
円
の
手
当
が
あ
る
商
学
部
勤
務
の
大
学
職
員
に
採

用
さ
れ
た
。
入
学
試
験
や
学
部
生
の
試
験
監
督
と
雑
誌
と
図
書
の
整
理
が
仕
事
で
あ
っ
た
。
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後
に
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
四
都
市
を
二
人
で
旅
行
す
る
こ
と
に
な
る
二
級
先
輩
の
来
住
元
朗
さ
ん
と
、
試
験

監
督
で
一
緒
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
彼
は
関
学
の
博
士
課
程
を
単
位
取
得
満
期
退
学
し
て
近
畿
大
学
教
授

に
な
っ
た
。
大
学
院
に
入
る
と
、
商
学
部
校
舎
前
の
池
の
渕
に
あ
っ
た
教
職
員
食
堂
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
楽

し
い
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
二
年
間
は
本
当
に
よ
く
勉
強
し
た
。
会
計
学
、
特
に
、
財
務
諸
表
論
・
原
価
計
算
論
・
監
査
論
の
多
く

の
基
本
書
、
商
法
、
経
済
学
、
経
営
学
な
ど
の
定
番
書
『
会
社
法
・
鈴
木
竹
雄
』『
近
代
経
済
学
・
塩
野
谷
九

十
九
』『
経
営
学
・
古
川
栄
一
』
な
ど
片
っ
端
か
ら
読
了
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
公
認
会
計
士
の
試
験
科
目
で
あ

る
が
、当
時
勉
強
し
た
こ
れ
ら
の
知
識
は
生
涯
の
財
産
に
な
っ
た
。大
阪
駅
前
の
旭
屋
書
店
の
専
門
書
コ
ー
ナ
ー

で
、
本
の
背
表
紙
を
眺
め
て
い
た
頃
が
懐
か
し
い
。

　

私
は
大
学
院
に
残
っ
て
勉
強
を
続
け
た
が
、
小
島
ゼ
ミ
の
梅
原
利
一
君
は
、
大
学
院
に
入
ら
ず
、
公
認
会
計

士
試
験
の
受
験
準
備
の
た
め
、
ひ
と
り
隠
岐
の
島
で
一
年
間
受
験
勉
強
す
る
こ
と
に
し
た
。
極
め
て
リ
ス
ク
の

高
い
選
択
で
あ
る
が
、
退
路
遮
断
で
勉
強
す
る
と
言
っ
て
隠
岐
の
島
に
行
っ
た
。
な
ぜ
隠
岐
の
島
な
の
か
分
か

ら
な
い
。
島
の
教
育
委
員
会
に
行
っ
て
、
一
年
間
勉
強
す
る
か
ら
空
き
家
を
世
話
し
て
く
れ
と
頼
ん
だ
ら
し
い
。

失
敗
す
れ
ば
、
会
計
士
に
な
れ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
税
理
士
に
も
な
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
全
く
の
退
路
遮
断

で
あ
る
。
親
に
は
ず
い
ぶ
ん
あ
き
れ
ら
れ
た
と
思
う
。

　

彼
か
ら
「
夏
休
み
に
隠
岐
に
来
な
い
か
」
と
誘
い
が
あ
っ
た
の
で
出
か
け
た
。
当
時
の
西
郷
町
（
現
在
の
隠
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岐
の
島
町
）
の
民
家
の
空
き
家
で
、
ひ
と
り
自
炊
し
て
勉
強
し
て
い
た
。
頭
は
坊
主
刈
り
、
本
当
に
び
っ
く
り

し
た
。

　

彼
は
、
島
の
西
郷
中
学
校
の
先
生
と
仲
良
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
中
学
生
数
名
を
連
れ
て
、
漁
師
に
漁
船
を

借
り
、
沖
に
サ
ザ
エ
獲
り
に
つ
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
満
潮
時
に
は
沈
ん
で
し
ま
う
岩
礁
の
上
に
降
り
、
梅
原

君
や
、
中
学
生
ら
が
獲
っ
た
サ
ザ
エ
で
ご
飯
を
炊
き
、
み
ん
な
で
食
べ
た
。
サ
ザ
エ
の
切
身
が
米
粒
よ
り
多
く

入
っ
て
い
る
本
当
に
う
ま
い
サ
ザ
エ
飯
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
梅
原
君
か
ら
聞
い
た
話
で
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
訳
で
は
な
い
が
、
あ
る
と
き
、
西
郷
町
の
港
に

ツ
チ
ク
ジ
ラ
が
迷
い
込
み
、
島
中
か
ら
見
学
者
が
来
た
。
梅
原
君
と
中
学
校
の
先
生
た
ち
は
、
漁
師
や
子
供
ら

と
一
緒
に
ク
ジ
ラ
の
尾
に
綱
を
つ
け
、
大
き
な
松
の
木
に
滑
車
で
引
き
寄
せ
、
沖
に
戻
し
た
と
言
っ
て
い
た
。

こ
ん
な
面
白
い
こ
と
を
し
た
友
人
は
ほ
か
に
い
な
い
。
一
週
間
く
ら
い
滞
在
し
て
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
た
。

彼
は
そ
の
後
、
会
計
士
試
験
に
合
格
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
、
自
宅
で
受
験
勉
強
を
し
て
い
た
四
日
市
の
伊
藤
尭
夫
君
の
お
宅
に
も
伺
っ
た
。
彼
の
父

は
、
名
古
屋
の
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
初
代
監
査
人
と
い
う
公
認
会
計
士
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
っ
た
。
彼
は
大

学
院
に
入
ら
ず
、
後
に
会
計
士
試
験
に
合
格
し
た
。

　

青
山
学
院
大
学
商
学
部
か
ら
、
関
学
の
商
学
部
大
学
院
入
っ
て
き
た
吉
田
弘
君
か
ら
、「
高
校
教
員
に
な
ろ
う
。

そ
の
た
め
、
高
校
教
員
免
許
状
（
商
業
科
）
を
と
ろ
う
」
と
誘
わ
れ
た
。
夏
休
み
に
集
中
講
義
（
教
育
心
理
学
、
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商
業
科
教
育
法
な
ど
の
専
門
科
目
）
を
受
講
し
、
不
足
し
て
い
る
単
位
を
取
得
し
た
。
教
員
免
許
を
取
得
す
る

た
め
に
修
得
し
た
単
位
は
、
一
般
教
養
科
目
三
十
六
単
位
、
教
科
に
関
す
る
単
科
目
六
十
二
単
位
、
教
職
に
関

す
る
専
門
科
目
十
四
単
位
と
免
許
状
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

困
っ
た
の
は
教
育
実
習
で
あ
る
。
出
身
校
で
あ
る
社
高
校
に
お
願
い
し
て
二
週
間
、
商
業
科
の
そ
ろ
ば
ん
や

簿
記
の
授
業
実
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
は
本
当
に
苦
労
し
た
。

　

大
抵
の
資
格
試
験
は
筆
記
試
験
で
あ
る
が
、
教
員
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
筆
記
試
験
ば
か
り
で
は

な
く
、
実
習
が
必
要
で
あ
る
。
人
に
教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
人
前
で
立
っ
て
話
し
、
杖

を
持
ち
な
が
ら
板
書
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
諸
君
の
、
特
に
女
子
生
徒
の
遠
慮
の
な
い
凝
視
に
耐
え
る

苦
痛
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
開
き
直
っ
て
慣
れ
て
し
ま
え
ば
何
で
も
な
い
。
後
に
、
経
理
専
門

学
校
の
講
師
を
す
る
と
き
に
は
大
い
に
役
に
立
っ
た
。

　
「
高
等
学
校
教
諭
一
級
普
通
免
許
状
・
商
業
科
・
昭
和
四
十
二
・
高
一
級
・
第
一
号
」
は
、
私
の
持
つ
資
格

で
一
番
難
儀
し
て
取
得
し
た
資
格
で
あ
る
。
吉
田
君
は
大
学
院
修
了
後
、
大
阪
市
立
扇
町
商
業
高
校
な
ど
の
教

諭
に
な
っ
た
。
彼
の
免
許
状
は
た
ぶ
ん
第
二
号
だ
ろ
う
。
理
由
は
書
類
を
兵
庫
県
教
育
委
員
会
に
提
出
し
た
順

番
に
よ
る
。

　

教
育
実
習
と
併
せ
、
普
通
車
の
運
転
免
許
証
を
取
得
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
の
普
通
車
が

普
及
し
、
障
害
者
に
も
普
通
自
動
車
の
運
転
免
許
証
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
左
足
で
運
転
す
る
車
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は
な
い
。
そ
こ
で
中
古
車
を
購
入
し
て
、
町
の
自
動
車
屋
さ
ん
で
左
足
仕
様
に
改
造
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
自

動
車
を
自
動
車
学
校
に
持
ち
込
み
練
習
、
そ
れ
を
ま
た
、
試
験
場
に
持
ち
込
み
コ
ー
ス
を
走
っ
て
よ
う
や
く
運

転
免
許
証
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

自
宅
の
一
番
近
く
に
あ
っ
た
Ｎ
自
動
車
教
習
所
で
は
教
員
が
い
な
い
と
断
ら
れ
た
が
、
多
可
町
中
区
に
あ
っ

た
Ｈ
自
動
車
教
習
所
の
所
長
が
、
元
警
察
署
長
で
、
父
の
知
り
合
い
で
あ
っ
た
の
で
無
理
を
お
願
い
し
た
。
こ

の
地
域
で
障
害
者
の
普
通
免
許
は
、
私
が
第
一
号
で
あ
っ
た
。

　

大
学
二
年
生
の
一
時
期
だ
け
家
庭
教
師
を
し
た
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
は
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
。
ア
ル
バ
イ
ト

と
言
え
ば
、
和
歌
山
の
鈴
木
完
次
郎
君
ら
は
、
仁
川
の
阪
神
競
馬
場
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
。
私
は
、
単
車
で

通
用
門
か
ら
入
り
、
鈴
木
君
ら
の
案
内
で
中
央
競
馬
の
観
戦
を
し
た
。

　

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
た
金
沢
の
松
野
修
三
君
は
、
宝
塚
映
画
の
時
代
劇
の
エ
キ
ス
ト
ラ
に
出
た

と
言
っ
て
い
た
。
こ
の
頃
、
飲
食
店
や
量
販
店
な
ど
で
バ
イ
ト
す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。

　

何
か
と
理
由
を
つ
け
て
集
ま
る
学
生
コ
ン
パ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
大
阪
の
梅
田
か
、
心
斎
橋
・
難
波
界
隈
で
行

わ
れ
た
。
神
戸
の
三
宮
や
、
元
町
に
も
行
っ
た
。
安
い
価
格
の
酒
と
飲
食
で
、
わ
い
わ
い
が
や
が
や
と
談
論
風

発
。
阪
神
百
貨
店
屋
上
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
も
よ
く
行
っ
た
。
今
の
三
倍
の
量
が
あ
る
大
ジ
ョ
ッ
キ
を
飲
ん
で

い
た
。
生
涯
の
ビ
ー
ル
好
き
は
こ
の
と
き
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
頃
の
社
会
情
勢
は
、
大
学
に
入
っ
て
す
ぐ
の
昭
和
三
十
六
年
八
月
、
ソ
連
が
ド
イ
ツ
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
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を
構
築
、
三
十
八
年
十
一
月
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺
、
四
十
一
年
六
月
全
共
闘
会
議
の
学
生
が
早
稲
田
大
学

本
部
を
占
拠
な
ど
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
た
。
三
十
六
年
九
月
、
大
相
撲
に
拍
鵬
時
代
、
三
十
七

年
八
月
堀
江
謙
一
、
ヨ
ッ
ト
で
太
平
洋
横
断
、
三
十
八
年
六
月
、
黒
四
ダ
ム
完
成
、
三
十
九
年
十
月
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、
四
十
年
六
月
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日
、
四
十
一
年
四
月
「
お
は
な
は
ん
」
大
人
気
な
ど
明
る

い
話
題
が
続
い
て
い
た
。
私
の
関
西
学
院
大
学
時
代
は
、
生
涯
で
最
高
の
よ
き
時
代
で
あ
っ
た
。


